
 

 
平成 24 年１月 25 日 

各      位 

会 社 名  ＲＨトラベラー株式会社 

代表者名  代表取締役会長ＣＥＯ 周 泰鳳 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード９８３８） 

問合せ先 コーポレート本部長 齋藤 茂 

電  話 ０３－３２３４－８３９１ 

投資有価証券評価損及び減損損失の計上並びに業績予想の修正に関するお知らせ 

当社は、平成 24 年３月期第３四半期において、「その他有価証券」に区分される保有有価証券のうち、時

価が著しく下落し、その回復があると認められないものについて、減損処理による投資有価証券評価損を計

上する必要が生じたこと、及び「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、減損損失を計上するとともに、

平成 23 年 10 月 25 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 24 年３月期第３四半期における投資有価証券評価損 

 単体 

(Ａ) 平成 24 年３月期第３四半期会計期間（平成 23 年 10 月１日から平成 23

年 12 月 31 日まで）の投資有価証券評価損の総額（＝イ－ロ） 
 2 百万円

 
(イ) 平成 24 年３月期第３四半期累計期間（平成 23年４月１日から平成

23 年 12 月 31 日まで）の投資有価証券評価損の総額 
117 百万円

 
(ロ) 直前四半期（平成 24 年３月期第２四半期）累計期間（平成 23 年４

月１日から平成 23 年９月 30 日まで）の投資有価証券評価損の総額 
115 百万円

※四半期における有価証券の評価方法は、洗替え方式を採用しております。そのため、決算期末の時価

により、特別損失の計上額が変動する場合もしくは特別損失を計上しない場合があります。 

※当社の決算期末は、３月 31 日であります。 

 

○純資産額・経常利益額・当期純利益額に対する割合 

 単体 

(Ｂ) 平成 23 年３月期末の純資産額   1,590 百万円 

 （Ａ／Ｂ×１００）  0.1％ 

 （イ／Ｂ×１００） 7.4％ 

(Ｃ) 平成 23 年３月期の経常利益額 427 百万円 

 （Ａ／Ｃ×１００）  0.5％ 

 （イ／Ｃ×１００）  27.6％ 

(Ｄ) 平成 23 年３月期の当期純利益額 365 百万円 

 （Ａ／Ｄ×１００）  0.6％ 

 （イ／Ｄ×１００） 32.3％ 

 
 
 



２．減損損失の内容 

当社が保有している研修所及び保養所の一部について、時価が著しく下落したため、「固定資産の減損

に係る会計基準」に基づき、減損損失を計上いたします。 

減損損失額は、155,288 千円であり、特別損失に計上いたします。 

 

３．平成 24 年３月期 個別業績予想修正等 

 (１) 通期（平成 23 年４月１日～平成 24 年３月 31 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期純利 益 1株当たり当期純利益

 

前回予想（Ａ） 11,500 238 186

 

21 

円  銭

2.83

今回修正（Ｂ） 11,600 517 471 149 20.15

増減額（Ｂ－Ａ） 100 279 285 128  

増 減 率 0.9％ 117.4％ 153.4％ 611.6％  

（ご参考）前期実績 

（平成２３年３月期） 
12,169 479 427 365 49.20

 

(２) 修正の理由 

 東日本大震災直後によりもたらされた甚大な負の影響が日を追うごとに着実に解消され、その回復の

早さは当初予測を遥かに上回るものであります。10月に発生したタイの洪水、ユーロ圏での暴動など、

不安材料もありましたが、近場の台湾や韓国などアジア方面を中心に好調を持続している海外個人旅行、

そして自粛していた企業等のインセンティブ旅行の催行など、震災以前の状態に回復しつつあると言え

ます。このような状況の中、当社は、全社一丸となって徹底したロスの撲滅、コスト低減、固定費の抑

制に取り組み、損益分岐点の引き下げを行い、収益構造の改善を図って参りました。この結果、第３四

半期累計期間の業績は、前回発表時点の予想を大幅に上回っております。 

通期業績予想につきましては、欧州を中心とした金融不安に端を発する世界的な景気の下振れ懸念や

円高の長期化など、引き続き予断を許さぬ状況が予想されますが、第３四半期累計期間の進捗を踏まえ、

売上高、営業利益、経常利益につきましては前回発表した予想数値を上回る見込みとなっております。

当期純利益につきましても、第３四半期会計期間において、固定資産の減損損失を計上いたしましたが、

前回発表した予想数値を上回る見込みとなっております。 

 

※上記の業績予想は現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後様々な要

因により異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 
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